






要約 

13C 標識トリオクタノインを用いた呼気テストを新生児・未熟児に行い中鎖脂肪の消化吸

収・代謝に関する検討を行った。1３Cは被爆や環境汚染のない安定同位元素であり妊婦や

新生児にも使えるトレイサーである。呼気テストは脂肪の消化吸収試験として知られてい

るが,中鎖脂肪は新生児期においても小児・成人に比べて消化吸収は劣りはするが,エネル

ギーとして利用されていることが証明された。さらに未熟児においても正常新生児と比べ

C02%dose/hr のピークは低く,出現時間も遅いが積分値に有意差はなく,中鎖脂肪がエネル

ギー源として新生児と同じように利用されることが明らかとなった。 


